








































































































































































































































































































































































イディオム 動詞＋前置詞 前置詞の目的語 名詞＋前置詞
SR 0（例） 4 12 0
CR 23 9 20 11
イディオムと、名詞の後の前置詞句においては、単純形は0であった。
　次に、語源について、見てみよう。
　　　　　Graph　3　　AF　2％　その他3％
　　　　　　　　　L3％
　　　　　　　ON　5％
自動詞において、感情を表す動詞には、OF語源のものが目立ち、動作を表す動詞にはOE語源
のものが目立っ。また、再帰動詞と呼ばれるものの中にもOF語源の動詞が多数見られた。
　ME期は再帰代名詞が現在のような複合形に変化していく段階であるが、まだまだ単純形
が優勢である。この後どのような変化をたどって複合形に統一されていくのかということに
ついては、前後のテキストを調べてみることによって、より明らかになるであろう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈注〉　　　　　　　　　　　　　，
Lこの場合He　stabbed　him（＝so皿eone・else）という解釈もできる。　Bruce　liitchell（1985）
　　は、Anglo－Saxonではこのような場合、文脈によって萌らかにされたと書いている。
2．　Bruce　Mitchel1は彼の論文Old　English二Self’において、　Ftirrの引用を挙げている。
　　　　　In　Anglo－Saxon　the　pronoun　is　st’ill　felt　as　a　Refl．　Dat．，　self　as
　　　　　emphasizing　the　Nom．　noun　or　pronoun，　with　no　consciollsness　of　the　two
　　　　　forming　a　compound．
3．OEのころからselfが名詞と考えられていたという説もあるが、　Bruce　Mitchellはその説
　　を否定している。
4．　Jespersen，　A　Modern　En　lish　Gra皿皿ar　on　Historical　Principles．　　Part　VII
5．　Bruce　Mitchel1，　01d　English　’Self’　§14
6．　Mustanoja，　＿旦一　　Part　I
　　また、－selfと一selvenに意味的な違いはないと言っている。
7．ここで、単純再帰詞をSR、複合再帰詞をCRでし表し、例の数を示した。また［］の中は
　語源を表す。　（OE：Old　English／OF：Old　French／ON：01d　Norse／L：Latin）
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